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企 画 公益財団法人 竹中大工道具館、水原華城博物館（韓国）
巡 回 先 2014年11月1日（土）～12月28日（日） 竹中大工道具館

2015年1月17日（土）～3月1日（日） トヨタ産業技術記念館
公式サイト http://dougukan.jp/jck_toryo/

紫禁城（中国）や景福宮（韓国）などの宮殿建
築。壮大なその姿は豪華絢爛です。ドラマや音
楽などの影響もあり、中国・韓国の文化に対す
る幅広い関心の高まりもみられます。一方で、
中国・韓国の建築文化を支える職人の姿やその
「ものづくりの精神」を知る機会はほとんどあり
ません。

本展で紹介するのは、日中韓の各国を代表す
る三人の棟梁。紫禁城、景福宮、薬師寺という
東アジアを代表する建築ゆかりの最高峰の職
人たちです。棟梁たちが手がけた建築模型や
大工道具、設計図などが海を渡って一堂に会
し、その技と心が交流する場をつくりだします。
なかでも目玉展示は、迫力の建築模型。紫禁
城の組物模型、韓国の実寸大の組物模型、日
本建築の美しさの特色がわかる構造模型が林
立し、日中韓の建築文化の違いを肌で感じて
いただける場を演出します。

棟梁たちの「腕の見せどころ」の違いを際立た
せながら、日中韓に脈 と々受け継がれてきた棟
梁たちの「ものづくりの心」にも迫ります。

日中韓に受け継がれる匠たちの技と心
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壮麗な意匠とスケールを誇る紫禁城をつくりあげる理念と設計術を中心に展示を構成。
宮殿大工の技を身近に感じて頂けるよう、李氏が製作した太和殿の組物模型も展示しま
す。技術の伝承過程を物語るノート、間棹、皇室建築関係の計画に用いる紙模型などの
独特な展示品を通して、知られざる中国宮殿の理念と技を紹介します。

〔中国〕 故宮に伝わる宮殿設計の技
－中国の匠師・李永革（り えいかく）ー

 建物の配置や室内意匠の設計に用いる紙模型  故宮修繕技芸部に伝わる大工道具

ろ
こ
ど
み
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〔韓国〕韓国宮殿美を蘇らせる
ー韓国の大木匠・申鷹秀（シン ウンス）－

申氏が手がけた長さ4mにも及ぶ実寸大組物模型が会場に登場。韓国建築の特徴である
華麗な組物彫刻の迫力を伝えます。また宮殿の設計図や内部構造のしくみを伝える建築
模型、組物製作に用いる型板、建築儀式も紹介。日本と相通じる隣国の建築文化には
数々の新鮮な発見があるはずです。

ろ
こ
ど
み
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製図道具

目玉展示は本展にあわせて制作した薬師寺東院堂の構造模型（2分の1）。中国大陸から
の文化を取り入れつつ、独自に発達した日本建築の構造美を伝える展示品です。中国や
韓国の模型と見比べることで、日本特有な構造の理解も深まります。設計図や型板、大
工道具の展示を通して、古代工匠の技に学び、線の美しさを極める小川棟梁のこだわり
にも迫ります。

〔日本〕古代工匠の心を伝える
－日本の棟梁・小川三夫－

ろ
こ
ど
み

 各種の台鉋とヤリガンナ
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シアターコーナー
－日中韓棟梁の映像展示－

今回の展覧会に向けて制作した、三人の棟梁ゆ
かりの下記３作品を会場で上映します。（いずれ
も仮称、各15分程度）
普段みることのできない棟梁の仕事やものづくり
にかけるおもいを、臨場感あふれる映像で紹介
します。さらに棟梁自らの視点で、各国を代表
する建築の見どころを解説し、三作品あわせて
各国の建築文化の特色が理解できます。

〔中国〕
「官式古建築営造技芸－故宮に伝わる技」
(仮称、15分)

〔韓国〕
「千年の命を吹き込む－韓国の大木匠」
(仮称、20分)

〔日本〕
「棟梁が語る日本建築の美と技」
(仮称、17分)
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韓国の大木匠 － 千年の宮殿をつくる

会場：竹中工務店東京本店2階ABホール／講師：申鷹秀 
定員：先着200名（無料・申込不要）

講演会

会場：竹中工務店東京本店1F特設会場／実演：申鷹秀
入場料・申込不要

韓国大木匠の技
実演

〒136-0075 東京都江東区新砂1-1-1　竹中工務店東京本店　ギャラリーエークワッド
TEL:03-6660-6011　FAX:03-6660-6097   公式サイト:http://dougukan.jp/jck_toryo/

プレス関連の問い合わせ先

展示やイベントの日時・内容は変更になることがあります。最新情報はホームページでご確認ください。

画像掲載については添付の申込書（FAX）にてお申し込みください。

記念イベント

官式古建築営造技芸 － 紫禁城をまもる
会場：竹中工務店東京本店2階ABホール／講師：李永革 
定員：先着200名（無料・申込不要）

講演会

会場：竹中工務店東京本店1F特設会場／実演：李永革
入場料・申込不要

中国故宮に伝わる棟梁の技
実演
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▶ 広報用に画像データ（JPEG）をご用意しております。ご希望の方は下記ご記入のうえＦＡＸにてお申込み

ください。画像データをメールにて送信いたします。 

▶ ご紹介いただける場合、読者プレゼント用として本展図録 5 部を提供いたします。ご希望の際は下記の

「希望する」をお囲みください。 

▶ その他、撮影などの取材をご希望される場合は別途事務局までご連絡ください。 
 

掲載媒体名

掲載予定日

貴社名

ご担当者名

E-mail

ご住所

電話・ＦＡＸ

プレスリリース内の写真をご参照のうえ、ご希望の画像の記号に☑をご記入ください。

　□B：〔韓国〕景福宮勤政殿

　□C：紫禁城太和殿の組物模型 　□D：救仁寺大祖師殿の組物模型

　□F：崇礼門（南大門）の構造模型

　□G：薬師寺東院堂の構造模型 　□H：〔中国〕李永革

　□I：〔韓国〕申鷹秀 　□J：〔日本〕小川三夫

読者プレゼント

希望画像名

媒体種別
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

希望する　　　　　　／　　　　　希望しない

　□A：〔中国〕故宮（紫禁城）

　□E：勤政殿の組物模型

　□K：〔中国〕間棹をつくる李永革氏

月　　　　　　日

新聞　　／　　雑誌　　／　　テレビ　　／　　ラジオ　　／　　インターネット　　／

画像送付先

 

 
【ご掲載にあたってのお願い】 

 

 

・画像をご使用の際は必ずご案内のクレジットをご表記いただき、申請の目的以外にご使用なさらないでください。 

・掲載記事・番組内容について情報確認のためにゲラ刷り、原稿の段階で下記事務局までFAX送信ください。 

・お手数ですが、掲載紙・誌、または録画媒体等を下記広報事務局あてに 1 部ご寄贈願います。 
 

 報道関係お問い合わせ先 / 公益財団法人ギャラリーエークワッド 

〒136-0075 東京都江東区新砂 1-1-1 竹中工務店東京本店１F 

受付時間 10:00 〜 18:00（土・日・祝日を除く） 

電話番号：03 - 6660 - 6011    ファックス：03-6660-6097 

メールアドレス ： gallery@A-quad.jp 

日中韓棟梁展公式HP：http://dougukan.jp/jck_toryo/ 

竹中大工道具館巡回展 

写真借用申込書 『日中韓 棟梁の技と心』 

▲  

FAX：03-6660-6097 
ギャラリーエークワッド 広報事務局行き 
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	日中韓-プレス-05
	日中韓-プレス-06
	日中韓-プレス-07.pdf

	03_大木匠リリース_画像送付申込書.pdf



